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研究成果概要 

純生態系 CO2 交換 (net ecosystem exchange, NEE) は生態系と大気との間での，単

位時間，単位土地面積あたりの CO2交換量である．また，これは生態系による正味の CO2

吸収量である純生態系生産量 (net ecosystem production, NEP) をマイナスにしたもので

ある．したがって，NEE が高いほど，生態系から大気への CO2 放出速度が高いことを表

す． 

高山植物群落は温暖化の影響を受けやすい生態系のひとつである．すなわち，寒冷な

高山帯の植物群落が温暖化によって生産量が増加するならば，NEE は減少することが

予測される．そこで，この研究では，乗鞍岳の高山帯で優占する矮性低木ガンコウラン

群落における NEE を 7 月から 9 月末まで，1 時間間隔で連続測定を行った． 

 環境条件として，気温，地温，土壌含水率，全天日射量，光合成有効光量子密度，降

水量を測定した． 

 晴天時に NEE は日中に低下する傾向が見られた．また，NEE は気温，地温，土壌含

水率，全天日射量，光合成有効光量子密度と負の相関がみられた．すなわち，気温の高

い晴天時には光合成による CO2 吸収量が高いことを示している．また，NEE と含水率

との負の相関は，乾燥ストレスが生じていることを示唆している． 

 今後も継続して，ガンコウラン群落の NEE の長期連続測定を行っていく予定である． 
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